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た(66.2VS. 52.0 rnl!min/kg， P<O.05). r蒔群とも，運動強度
の増加に従いPCrレベルおよび綴胞内pHは低下したが，
総i践的pHはLightとModeratei挙動向では有;慈愛は夜、められ
なかった.r鼓復中のPCr'待合成の時定数は潟群ともLight
およびModerate遂動[Pむr/(PCr+Pi)>0.5]では一誌の綴を示
したが，さらに運動強度が増加すると旋線的に増加し
た.しかしながら，その増加の鰯合はC群よりK訴の方
が'/J、きかった.C群をまホ象としてVOzrrutxとPCrf時定数と
の関係をみると， LightとModerate遼動においては有意な
組関が認められたが， Sev悦とExhausted遂動では，有意な
秘関は観察きれなかった.f吋じV02max.を治する長銀離
走者と非鍛練者では低強度遼勤時の特定数は問機な{惑を
示したが，運動強度の増加に停う特定数の増加は明らか
に長範離走者の方が小さかった，
{考察1PCr/(PCr+Pi)よとカま0.5以上の範!懇で特定数が変化
しないこと，および低~中強度避難jでの守02maxと特定
数との!喝の高い諮関関係はti緩増負荷遼緩!の宥fl'ドtと絡
の有機議的能力の指諜としてのPCr待合成速度税F誌の妥
当牲を訴すものと考えられる.さらに，連動強j支の増加
による時定数の滋長がC若手と比較してR若手でより小さい
ことは，先行研究で報告されているような高い筋の綾化
的能力とよち発透した毛細血管に総迷した，乳酸，すな
わちブ口トン生成の抑艇とプロトンのウオッシュアウト
の速さによって特機付けられるであろうf走路離走者の筋
の特性を民換するものであると誰繋される.
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